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大 阪 大 学 経 済 学
（欧文誌名 Osaka Economic Papers）

本誌は大阪大学経済学会の紀要として年４回，邦文ならびに欧文の論稿によって刊行されるものであり，本学
学会員および一般の読者に頒布される。
本誌の編集は，大阪大学経済学会によって選ばれた編集委員４名により行われる。編集委員は寄稿された研究
成果を選定し，論文・覚書・資料および書評に類別して本誌を編集する。
大阪大学大学院経済学研究科及び国際公共政策研究科経済学系に所属する研究者はその研究成果を本誌に寄稿
することができる。なお，大阪大学大学院経済学研究科及び国際公共政策研究科経済学系に所属しない研究者に
よる研究成果も，大阪大学大学院経済学研究科における研究と密接な関係にあるものについては寄稿することが
できる。
なお，寄稿する際は「大阪大学経済学会」会員として，年会費￥４，０００を納入する必要がある。

大 阪 大 学 経 済 学 会 会 則

第１条 本会は大阪大学経済学会と称する。
第２条 本会は経済学，経営学の研究と発表を目的とする。
第３条 本会の事務所を大阪大学大学院経済学研究科資料室に置く。
第４条 本会は下記の事業を行う。

１．雑誌「大阪大学経済学」の発行（年４回）
２．研究会及び講演会の開催（随時）
３．その他，評議員会で適当と認めた事業

第５条 本会は下記の会員を以て組織する。
１．普通会員（大阪大学大学院経済学研究科及び国際公共政策研究科経済学系の教員，大阪大学の院
生・学生・卒業生及び評議員会の承認を得た者）

２．賛助会員（本会の事業を賛助する者）
第６条 会員は本会の諸事業に参加し，かつ雑誌「大阪大学経済学」の配布を受ける。
第７条 本会に下記の役員を置く。役員の任期は２年とする。

１．会長（大阪大学大学院経済学研究科長を以ってこれに充てる）
２．評議員（大阪大学大学院経済学研究科及び国際公共政策研究科経済学系の教授・助教授・講師を
以ってこれに充てる）

３．雑誌編集・庶務・会計の委員若干名（評議員中より互選する）
４．書記若干名（助手から互選する）

第８条 本会の運営はすべて評議員会の決議による。
第９条 会長は本会を代表する。
第１０条 １．普通会員は会費として年額４，０００円を納入するものとする。

２．賛助会員は会費として年額１０，０００円以上を納入するものとする。
第１１条 本会則の変更は評議員会の決議による。

大 阪 大 学 経 済 学 会 評 議 員

会 長 本 多 佑 三
評議員 （ABC順）

阿 部 顕 三 阿 部 武 司 淺 田 孝 幸 伴 金 美
� 澤 歩 堂 目 卓 生 福 重 元 嗣 福 田 祐 一
二 神 孝 一 本 多 佑 三 本 間 正 明 堀 井 亮
今 井 豊 石 黒 真 吾（編集） 石 田 潤一郎 賀 川 隆 行
金 井 一 � 小 林 � 男 小 郷 直 言 小 原 美 紀
高 阪 章（編集） 松 村 真 宏 松 繁 寿 和 三 野 和 雄
宮 越 龍 義 永 谷 裕 昭 中 林 真 幸（編集） 中 島 望
西 垣 葵（会計） 仁 科 一 彦 大 西 匡 光 小 野 哲 生
大 槻 恒 祐 大 屋 幸 輔 利 博 友 齊 藤 愼
佐 村 明 知 佐々木 勝 澤 井 実 関 口 倫 紀
椎 葉 淳 高 木 信 二 高 尾 裕 二（編集） 竹 田 英 二
竹 内 惠 行 瀧 井 克 也 内 田 善 彦 浦 井 憲（会計）
山 田 雅 俊（庶務） 山 本 和 博 山 内 直 人 Wirawan Dony Dahana

Editorial Policy

The Osaka Daigaku Keizaigaku (English title, Osaka Economic Papers) is published quarterly by the Economic Society of

Osaka University and distributed among the members of the Economic Society of Osaka University as well as among the

general readership. The articles may be either in Japanese or in Western languages.

The Journal shall be under the editorial direction of an editorial board consisting of four members chosen from members

of the Graduate School of Economics of Osaka University and the Osaka School of International Public Policy (OSIPP),

Osaka University. The editorial board shall select items for publication from among the contributed materials and classify

such items into the following categories: articles, notes, data, and book reviews.

Researchers who belong to the Graduate School of Economics of Osaka University or OSIPP may contribute their studies

for publication to this journal. Those who do not belong to the Graduate School or OSIPP may also publish their papers in

this journal, if the subject matter of their contribution is closely related to research being undertaken in the Graduate School

of Economics of Osaka University or OSIPP.
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